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神河町長　様
早期避難に関する誓約書

土砂災害警戒区域等（土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）を除く）の区域（土砂災害警戒区域等において堰堤等の防災対策が実施されていない地域並びに概ね500mに避難場所がない区域）において、宅地開発事業を実施するに当たり、以下の事項を誓約します。

記

１　開発行為等を行う場所やその周辺で起こり得る災害について承知しています。
申請地に指定されている災害ハザードの種類
	土砂災害警戒区域
（土砂災害特別警戒区域を除く。）
	洪水浸水想定区域※

	□ 土石流
	□ 3.0～5.0m未満の区域

	□ 地すべり
	□ 5.0m以上の区域

	□ 急傾斜地の崩壊
	□ その他（　　　　　　）

	
	□ 計画降雨 □ 想定最大規模降雨



２　避難場所や避難経路について別図のとおり理解しています。
	避難場所の種別
	避難場所の名称

	□指定避難所　　　□その他
	



３　避難指示（要配慮者がいる場合は高齢者等避難）に従い、迅速かつ適切に避難を行います。生命又は身体の安全が危険にさらされるおそれがあり、屋外への避難が困難な場合は建物内の上階に避難するなど、生命又は身体の保護に努めます。

４　本申請により建築される建築物に誓約者（申請者）以外の使用者がいる場合は、当該使用者に対し、災害ハザードの指定状況や避難場所、避難経路等、適切な避難行動に関して周知徹底を行います。


　　（誓約日）　　　　　　　年　　　月　　　日　
（誓約者（申請者））住所　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　
※洪水浸水想定区域は原則、計画降雨に基づく想定浸水深とする。ただし、想定最大規模降雨に基づく想定浸水深を勘案して指定された特別指定区域にあっては、想定最大規模降雨に基づく想定浸水深とする。
　（別図）
	


※　土砂災害警戒区域等の区域が記された図に、申請地、避難場所、避難経路及び避難場所までの距離を記載すること。
※　避難場所が指定避難所である場合は、町が作成した防災マップ等の申請地及び当該避難場所の周辺箇所の写しを添付すること。避難場所がその他である場合は、当該避難場所の安全性が確認できる図書を添付すること。


